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検 索新庄市

昭和59年の市制施行を記念して市民アン
ケートから選ばれたもの。新庄の大地に深く
根を張り、一直線にそびえるモミの姿は、未
来に躍進する新庄の希望と愛情を表す。

■市の木[モミ]

元
気
な
農
業
を
め
ざ
し
て

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
二
十
三
年
度

　最上
広
域
決
算
の
概
要

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
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少
し
、二
千
二
百
七
十
八
人（
平
成

二
十
二
年
）と
な
り
ま
し
た
。そ
の
年

齢
構
成
は
六
十
歳
以
上
の
農
業
者
が

六
十
四
％
、四
十
歳
以
上
五
十
九
歳
以

下
が
二
十
九
％
、四
十
歳
未
満
の
後
継

者
は
わ
ず
か
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農業をめざして

　平成23年度から、市政運営の基本指針としている「新庄市まちづくり総合計画」。
農業についても、生産力の向上や担い手の育成などについて重点的に施策を展開しています。

　安定した農業経営と農業・農村の活性化、農林業環境の適正な保全を図り、
農業所得の向上とやりがいのある農林業の確立の実現を目指します。

■
新
庄
市
の
農
業

　
そ
の
現
状
と
課
題

　

新
庄
市
に
お
け
る
農
業
産
出
額

は
五
十
三
億
七
千
七
百
万
円（
平
成

二
十
一
年
）と
な
っ
て
い
ま
す
。近
年
の

産
出
額
の
推
移
を
み
る
と
減
少
傾
向

に
あ
り
、特
に
水
稲
な
ど
土
地
利
用
型

作
物
で
の
減
少
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。農
地
の
集
積
や
作
業
受
委
託
な
ど

に
よ
り
、規
模
拡
大
を
進
め
作
業
効
率

の
向
上
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、農

作
物
の
価
格
低
迷
や
国
内
外
で
の
競
争

力
激
化
、資
材
費
の
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
、減
少
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

作
物
別
の
産
出
額
は
、土
地
利
用
型

作
物
と
い
わ
れ
る
米
、ソ
バ
、大
豆
な
ど

が
約
三
十
六
億
円
、野
菜
が
約
五
億
円
、

花
き
が
約
四
億
円
、畜
産
が
約
九
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
野
菜
で
は
ニ
ラ
が
約
二
億
円
、

ネ
ギ
と
山
菜
が
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、花

き
で
は
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
が
約
二
億
円

と
額
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、農
業
を
支
え
る
農
業
従
事

者
は
、高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
り
減
少
し
、い
わ
ゆ
る「
人
と

農
地
の
問
題
」が
当
市
に
お
い
て
も

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。農

業
就
業
人
口
は
十
年
前（
平
成
十
二

年
）と
比
べ
る
と
約
四
百
人
近
く
減

若者園
芸実践

塾

卒塾生
と

勇気塾
塾生の

皆さん

元気な

0

20億円

40億円

60億円

80億円 68億1,000万円

平成12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 21年

65億1,000万円
64億2,000万円

62億1,000万円
62億円 61億8,000万円

53億7,700万円

畜産（酪農、肉用牛、養豚）

72億9,000万円

野菜（野菜、果実、花き）

土地利用型作物
（米、そば、大豆等）

農業産出額
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特集・新庄市まちづくり総合計画

　雇用・交流拡大プロジェクト

■
農
業
生
産
力
と
経
営
の
強
化

　

本
市
の
農
業
は
水
稲
に
大
き
く
依
存

し
て
い
ま
す
が
、人
口
減
少
な
ど
に
伴

い
主
食
用
米
の
需
要
は
減
少
し
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、収
益
性
の
高
い
農
産
物

を
中
心
に
生
産
振
興
を
図
り
な
が
ら
、

畜
産
や
園
芸
と
の
複
合
経
営
に
よ
る
所

得
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
に

取
り
組
む
た
め
の
漬
物
や
乾
燥
野
菜
の

加
工
施
設
整
備
、田
植
え
・
溝
き
り
・
除

草
が
一
台
で
行
え
る
高
機
能
農
業
機
械

（
乗
用
ビ
ー
ク
ル
）、山
林
資
源
活
用
の

効
率
化
を
図
る
シ
ョ
ベ
ル（
ベ
ー
ス
マ

シ
ー
ン
）、高
性
能
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の

導
入
も
進
め
て
お
り
、意
欲
あ
る
農
業

者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

園
芸
部
門
で
は
、経
営
の
複
合
化
や

園
芸
作
物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た

め
、パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
管
理
機
械
を
整

備
し
、ニ
ラ
、ネ
ギ
、ウ
ル
イ
等
の
戦
略

品
目
・
特
定
振
興
品
目
の
作
付
け
拡
大

こんな
取り組みを
進めています

若者園
芸実践

塾

卒塾生
と

勇気塾
塾生の

皆さん

を
図
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、花
き
生
産

者
が
共
同
で
取
り
組
む
新
品
種
の
導
入

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

畜
産
部
門
で
は
、畜
産
経
営
の
安
定
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、畜
舎
の
整
備

や
自
給
飼
料
確
保
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、優
良
な
雌
牛
を
貸
し
付
け
し
経
営

の
安
定
や
規
模
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、本

合
海
上
野
地
区
で
は
、老
朽
化
し
た
揚
水

機
場
の
改
修
及
び
基
盤
整
備
、鳥
越
休
場

地
区
で
は
、漏
水
が
見
ら
れ
る
堤
沢
た
め

池
の
改
修
工
事
、萩
野
塩
野
地
区
に
お
い

て
は
、土
側
溝
の
改
良
工
事
な
ど
を
県
と

と
も
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
農
業
者
自
ら
が
加
工（
第
二

次
産
業
）や
流
通
・
販
売（
第
三
次
産
業
）

に
主
体
的
に
取
り
組
む「
六
次
産
業
化
」

を
促
進
し
、農
業
所
得
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

1,500
1,700
1,900
2,100
2,300
2,500
2,700
2,900
3,100
3,300
3,500
（人）

3,151

平成4年 7年 12年 19年 22年

2,845

2,642

2,749

2,278

39歳以下
7％

40～59歳以下
29％

60歳以上
64％

71％

新庄市

山形県

平成22年

23％

6％
39歳以下
12％

40～59歳
以下
32％

60歳以上
56％

新庄市

山形県

平成12年
8％

26％

66％

▲全自動ネギ収穫機で作業の効率化を図る。

年代別割合比較

新庄市の農業人口の推移
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特集・新庄市まちづくり総合計画

　雇用・交流拡大プロジェクト

■	

地
域
の
農
業
力
の
向
上
の
た
め
に

	

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」の
作
成

　

農
業
就
業
人
口
の
減
少
や
後
継
者
不

足
は
、不
作
付
け
地
の
増
加
や
地
域
農

業
の
衰
退
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

新
庄
市
の
農
業
が
活
力
あ
る
産
業
と

し
て
発
展
す
る
に
は
、力
強
い
農
業
構

造
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
地
域
の
中
核
と
な
る
担
い
手
の
確
保

や
、農
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
の
農

地
を
、地
域
内
に
い
る
農
業
を
担
う
方

に
集
積
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
新
庄
市
で
は
、持
続
可
能

な
農
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
農
業
者
、

Ｊ
Ａ
、農
業
委
員
会
、土
地
改
良
区
と
検

討
を
重
ね
、中
心
と
な
る
農
業
者（
認

定
農
業
者
や
生
産
組
織
な
ど
）へ
ど
う

や
っ
て
農
地
を
集
め
て
い
く
か
な
ど
、

将
来
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
を
定
め
た

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、問
題

解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、青
年
就
農
者
の
意
欲
の
喚
起

と
就
農
後
の
定
着
、青
年
就
農
者
の
増

大
を
図
る
た
め
、青
年
就
農
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、新
卒
者
や
他
産
業
か
ら

の
就
農
の
促
進
、中
核
と
な
る
担
い
手

農
家
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

■	

意
欲
あ
る
農
業
者
の
育
成
と
確
保

　「
勇
気
塾
」の
再
開

　

平
成
七
年
度
か
ら
十
六
年
度
ま
で
の

十
年
間
実
施
し
、三
十
九
人
の
卒
塾
生

を
輩
出
し
て
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
等
の
産

地
形
成
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
若

者
園
芸
実
践
塾
。担
い
手
育
成
の
一
環

と
し
て
平
成
二
十
二
年
度
に「
勇
気
塾
」

と
し
て
再
開
し
ま
し
た
。

　
「
勇
気
塾
」で
は
、生
産
か
ら
出
荷
ま

で
、す
べ
て
自
分
た
ち
で
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、施
設
園
芸
を
実
践
的
に
学
習
で

き
ま
す
。就
農
後
は
、園
芸
作
物
を
中
心

と
し
た
経
営
の
複
合
化
に
取
り
組
め
る

よ
う
な
研
修
内
容
に
な
っ
て
い
て
、塾

で
は
現
在
、花
き
栽
培
や
夏
秋
い
ち
ご

（
サ
マ
ー
テ
ィ
ア
ラ
）、葉
菜
類
な
ど
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、安
定
し
た
新
規
就
農
者
育

成
事
業
と
な
る
よ
う
、農
業
情
勢
を
的

確
に
捉
え
、地
域
や
関
係
機
関
と
の
連

携
な
ど
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
、塾
の

よ
り
良
い
運
営
や
研
修
内
容
の
充
実
を

目
指
し
ま
す
。

　

食
の
安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
る

中
、農
業
者
に
お
い
て
も
、消
費
者

ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
生
産
体
制
を
整

え
、信
頼
を
得
な
が
ら
、消
費
者
と
の

交
流
を
拡
大
し
、販
路
を
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な

状
況
で
、消
費
者
の
注
目
を
集
め
て

い
る
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
産
地
直

売
が
あ
り
ま
す
。

　

産
直
施
設『
産
直
ま
ゆ
の
郷
』や

『
Ｊ
Ａ
産
直
い
な
ふ
ね
』で
は
、地
元

産
の
農
産
物
・
加
工
品
を
常
時
販
売

し
て
い
ま
す
。市
内
の
生
産
者
団
体

に
お
い
て
も
、商
店
街
や
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
定
期
的
に
産
直

市
を
開
催
す
る
な
ど
、消
費
者
と
交

流
を
行
い
な
が
ら
、地
産
地
消
の
推

進
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
九
月
に
営
業
を
開
始

し
、今
年
十
周
年
を
迎
え
た『
産
直
ま

ゆ
の
郷
』を
訪
ね
て
み
る
と
、会
員
が

持
ち
込
ん
だ
新
鮮
な
野
菜
や
花
、加

▲出荷に向けたアスパラガスの選別作業（平成23年度
「勇気塾」）

▲「人・農地プラン」作成のため地域ごとに説明会を実施。

図1　担い手数と集積農地の状況

平成23年度3月現在 平成24年度3月現在

担い手数 耕作面積 担い手数 耕作面積

362経営体

（認定農業者296人）生産組織66組織

2,488ha
（シェア48％）

358経営体

（認定農業者290人）生産組織68組織

2,743ha
（シェア56％）

図2　卒業生の就農動向　　　　※就農者数は現在就農している人数です。

卒塾生数 就農者数

第1期（H7〜16） 39人 31人

第2期（H22〜23） 6人 6人

消費者との
交流の拡大

〜産直という
　　　取り組み〜
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　三原さんは、ハウス6棟に約4万本のトルコぎきょう
を栽培しています。県立農業大学校で花きについて学
び、平成9〜10年度の2年にわたり、若者園芸実践塾
で園芸の技術や農業経営について実践的な研修を受
けました。
　学生時代の研修で初めて目にしたトルコぎきょうに
魅力を感じたことをきっかけに、栽培に取り組み13年
目を迎えます。トルコぎきょうは、2月から時期をずら
して種をまき、最後の出荷が終わるのは11月。その間
は、水やりや温度管理など気が抜けない作業が続きま
す。奥様も育児や家事をしながら手伝い、出荷の準備
は深夜まで続きます。
　トルコぎきょうは高温の影響を受けやすく、今年は長
引いた猛暑の影響で、栽培には厳しい年だったそうで
す。その中で、9月に行われた「新庄・もがみフラワーフ
ェスティバル2012」で、三原さんのトルコぎきょう「ボ
ヤージュブルー」が、200点近い出品作から、最高賞の
山形県知事賞を受賞しました。
　三原さんは、仲間たちとの交流を励みに、また次の
若い生産者が育ち、新たな仲間が増えることを期待し
ているそうです。若手農業者として、三原さんの今後ま
すますの活躍が期待されます。

①店舗は昔の農機具庫を
改装。

②新鮮な野菜が並んだ店
内。
③トルコぎきょうなどの花も
並ぶ。

トルコぎきょう栽培に
　　　取り組んでいます！

三原　誠さん（小泉）

工
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し

た
。精
算
所
の
後
ろ
に
は
、会
員
の
顔

写
真
を
掲
示
し
、商
品
に
は
生
産
者

の
名
前
が
明
記
さ
れ
、消
費
者
に
安

心
感
を
与
え
ま
す
。

　
『
産
直
ま
ゆ
の
郷
』は
エ
コ
ロ
ジ
ー

ガ
ー
デ
ン
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。生

産
者
で
あ
る
会
員
は
約
百
二
十
人
。

豊
富
な
農
作
物
を
揃
え
、季
節
ご
と

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
て
、特
に

休
日
は
大
勢
の
買
い
物
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

■	

や
り
が
い
あ
る
農
業
の
確
立

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た「
意
欲
あ
る

農
業
者
の
育
成
支
援
、生
産
基
盤
の
整

備
、交
流
拡
大
に
よ
る
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
」な
ど
は
、新
庄
市
の

農
業
を
、や
り
が
い
の
あ
る
産
業
と
し

て
確
立
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
農
業

情
勢
や
、環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
た
農
業
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
、農
業
者
や

関
連
団
体
と

と
も
に
、元
気

な
農
業
を
目
指

し
ま
す
。

❶

❷

❸
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■
空
き
家
の
現
状
把
握

　

今
年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、

全
区
長
の
協
力
に
よ
り
、市
内
全
域

の「
空
き
家
現
状
把
握
調
査
」を
実
施

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、市
内
全
域
で

三
百
八
十
一
件
の
空
き
家
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　

現
在
、こ
の
結
果
を
も
と
に
、個
別
に
現

地
の
外
観
調
査（
二
次
調
査
）を
行
っ
て
い

ま
す
。今
後
、こ
の
二
次
調
査
に
よ
り
空
き

家
の
老
朽
度
や
周
囲
に
及
ぼ
す
危
険
度
を

判
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
の
管
理
は
所
有
者
の
責
任

　

所
有
す
る
土
地
、建
物
が
原
因
で
他

に
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、そ
の
所
有

者
や
管
理
者
、占
有
者
が
責
任
を
負
う

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
て
、何

ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

当
事
者
間
で
の
解
決
が
基
本
と
な
り
ま

す
。

　

人
命
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
取

り
返
し
が
つ
き
ま
せ
ん
。所
有
者
は
、隣

の
家
屋
や
交
通
へ
の
支
障
が
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
近
所
へ
の
連
絡
が
大
切

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
空
き
家
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
、そ
の
所
有
者
や

関
係
者
は
近
隣
の
方
々
・
地
元
町
内
会

な
ど
に
連
絡
先
を
伝
え
、問
題
が
生
じ

た
場
合
は
、す
ぐ
に
対
処
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
適
正
な
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

所
有
者
な
ど
に
よ
っ
て
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、問
題
あ
り
ま
せ

ん
。実
際
、空
き
家
の
所
有
者
の
中
に

は
、定
期
的
に
管
理
に
訪
れ
て
い
る
方

も
多
い
よ
う
で
す
。

■
空
き
家
の
将
来
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

現
在
、き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る

空
き
家
も
、将
来
に
わ
た
っ
て
管
理
す

空き家の適正な
管理をお願いします

今後の市の方針
　空き家によっては、所有者の居場所がわからず、管理が不十分
なため周囲への危険性が大きいものがあります。
　市は私有財産には原則関与できませんが、緊急かつやむを得な
い場合の対応について慎重に検討中です。

お願い
　今回、区長へお願いした空き家調査について、調査漏れや新た
な空き家が出現した場合もあると思います。
　これらについては、下記までご連絡ください。

総合政策課企画政策室☎内線234・236

近年、適正に管理されていない空き家が増加し、全国的な問題となっています。
本市でも2年続いた豪雪などの影響で、屋根からの落雪被害がでたり、
強風によりトタンが飛散するなど、近隣に被害を及ぼす事例が出ています。

る
こ
と
は
困
難
で
す
。空
き
家
と
な
っ

て
も
思
い
出
の
あ
る
旧
家
を
手
放
す
こ

と
が
で
き
ず
に
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
が
、数
年
後
の
こ
と
も
考
え
、貸
家
な

ど
で
の
活
用
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、仏
壇
が
あ
る
た
め
処
分
に

困
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、菩
提
寺
等

に
相
談
す
る
こ
と
で
多
く
は
解
決
し
て

い
ま
す
。

　

所
有
者
と
地
域
の
み
な
さ
ん
が
協

力
し
て
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

課題ごとの件数（1件で重複あり）

空き家
件数

倒壊の
おそれが
ある

一部破損 充分
活用可

周囲への
雪害心配

周囲への
風害心配

旧新庄町地区 241 7 19 19 17 3

稲舟地区 62 7 2 6 4 0

萩野地区 36 3 6 4 4 4

八向地区 42 6 9 3 3 0

合計 381 23 36 32 28 7

※	平成24年7月〜8月の市内214町内（地区）の区長と市地域担当者との集計によるものです。
※	この調査での空き家は、住宅のほか管理が不十分な工場・空き店舗も含まれています。
※	空き家件数は1世帯単位です。車庫・小屋・蔵といった付属的な建物がある場合も1件としていま
す。

※	今後の２次調査などによって、数値に変動が予想されます。
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最上広域市町村圏事務組合決算の概要
　最上広域市町村圏事務組合議会10月定例会で、平成23年度決算が承認されました。
　一般会計歳入総額35億9,872万円（前年度比1億659万円の減）、同歳出総額35億2,127万円（前年度比1億
2,764万円の減）となっています。
　歳出減額の主な要因は、し尿処理施設「もがみクリーンセンター」の建設時借入に係る償還金（借入金返済）が無
くなったことなどにより公債費が9,248万円減額となり、団塊世代の大量退職などに伴う人件費等の減少で消防費も
4,837万円減額になったことです。
　一方、衛生費では維持補修費等の増加により、管理運営費がごみ焼却施設「エコプラザもがみ」は8,491万円、資源
リサイクル施設「リサイクルプラザもがみ」では1,704万円の増加となりました。
　最上広域市町村圏事務組合は、最上８市町村の皆さんの生活に密着した消防、ごみ・し尿処理などの業務を効率的
に進めることを目的として設立された団体です。今後も安全で安心して暮らせる地域づくりをめざし、事務事業の円滑な
推進と経費の削減に努めていきます。

最上広域市町村圏事務組合決算の概要
◎最上広域市町村圏事務組合 ☎22-2674

区　　　　　　　　分 23年度決算 対前年増減
広域交流センター「ゆめりあ」管理運営費 7,594 198
エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）管理運営費 55,345 8,491 
リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）管理運営費 15,084 1,704
もがみクリーンセンター（し尿処理施設）管理運営費 18,306 △ 1,410
最上衛生事業所（し尿処理施設）管理運営費 4,041 △ 1,470
消防・救急業務運営費 128,914 △ 4,837
教育研究センター管理運営費 3,182 △ 178
公債費（借入金返済） 76,571 △ 9,248

一般会計歳出 35億2,127万円一般会計歳入 35億9,872万円

分担金（33億100万円）の内訳

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000

交付税措置分

戸沢村

鮭川村

大蔵村

真室川町

舟形町

最上町

金山町

新庄市

（単位：万円）

繰越金 5,640万円（2％）
諸収入 4,687万円（1％）

国庫支出金 1,091万円（0%）
県支出金
7,000万円（2％）

使用料及び手数料
1億910万円

（3％）

繰入金 440万円（0％）
財産収入 4万円（0％）

分担金
33億100万円

（92％）

議会費・教育費
3,304万円

（1%）

公債費
7億6,571万円

（22％）

消防費
12億8,914万円

（37％）

衛生費
9億3,225万円

（26％）

総務費
5億113万円

（14％）

52,841（16.0％）

20,269（6.1％）

15,667（4.7％）

14,187（4.3％）

32,303（9.8％）

19,552（5.9％）

34,474（10.5％）

22,351（6.8％）

118,456（35.9％）

平成
23年度

一般会計の主な事業費の決算状況
（単位：万円）
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市のホームページを
　　リニューアルしました

②

③

ここを クリック  すると

ここを クリック  すると

　市では平成12年に初めてホームページを開設し、
平成19年に、情報量を増やすなど利便性を向上させ
たいという若手職員からの提案により、現在の形にリ
ニューアルしました。
　その後は掲載情報量も増え、アクセス数も増加して
います。しかし、「分かりにくい」、「欲しい情報がない」
などという意見を頂くこともあるため、今回トップペー
ジを中心としたリニューアルを行ったものです。
　今後もより使いやすいホームページとなるよう工夫
していきますが、ご意見やご要望などお持ちであれば
ぜひお知らせください。

◎総務課秘書・行革広報室　☎内線216
メールsoumu@city.shinjo.yamagata.jp

これまでより便利なホームページを目指して、トップページを中心にリニューアルを行いました。
▼URL: http://www.city.shinjo.yamagata.jp/に移動するとこのページが開きます

サイト内検索（キーワードで情報を探す）

　知りたい情報について、関連する語句を入力
し、ホームページ内でその語句が使用されてい
るページを検索することができます。「検索に
ついて」では、検索のコツなども紹介していま
す。

▲これまでと同じ感覚で情報へのアクセスが可能なページ「市
政メインサイト」。各種ボタン（上図①）からページ移動でき
るほか、「各課ページ一覧」（②）からの移動も、担当部署が分
かっている場合は便利です。また、これまで市報はページごと
のPDFファイルを掲載していましたが、今後はデジタルブック
化して掲載しています（③）。

▲新庄まつりやイベント、見どころなど、観光情
報だけをとり上げたページ「新庄まつり・観光
情報ポータル」。各種情報ページや関連ホー
ムページへ移動するボタンが配置されている
（上図⑤）ほか、フェイスブックでの情報発
信状況も確認できます（同④）。

ここは
バナー

広告枠です

広告主様
随時募集中
￥10,000/月

①

④
⑤

カチッ

●！



9 広報 11.9  2012

[シャルロット・ペリアンと新庄]展
Charlotte Perriand et Shinjo

～雪の里情報館で12月2日㈰まで開催中！～

「
第
二
十
三
回

全
国
消
防
操
法
大
会
」

　
十
月
七

日
㈰
東
京
臨

海
広
域
防
災

公
園
で
、
第

二
十
三
回
全

国
消
防
操
法

大
会
が
行
わ

れ
、山
形
県
代

表
と
し
て
新

庄
市
消
防
団
の
選
抜
チ
ー
ム
が
小
型

ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

新
庄
市
の
出
場
は
今
回
が
初
め
て
で

す
が
、大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
し
、県

内
三
十
五
市
町
村
持
ち
回
り
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、次
の
機
会
は
相

当
遠
い
将
来
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
各
分
団
の
協
力
の
も
と
、五
ヵ
月

月
に
及
ぶ
猛
暑
の
中
で
の
訓
練
を

行
い
、新
庄
市
消
防
団
挙
げ
て
の
一

大
行
事
と
な
り
ま
し
た
が
、本
番
で

は
訓
練
以
上
の
出
来
栄
え
に
応
援

団
か
ら
も
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
出
場
を
契
機
に
、新
庄

市
消
防
団
の
団
結
が
一
層
強
い
も
の

に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま

す
。
選
手
は

も
と
よ
り
、

関
係
者
の
皆

さ
ん
大
変
ご

苦
労
様
で
し

た
。 市コ

長ラ
ム

山
尾
順
紀

　雪の里情報館で、12月2日まで開催されている「シ
ャルロットペリアンと新庄展」。この展示会は、一枚の写
真をきっかけに、フランスにいるペリアン本人に会いに
行った方々が見聞きした、彼女と新庄の関わりに焦点を
あてています。訪問団の一人で、今回の展示会の実行
委員でもある水越啓二さんに彼女の思い出を伺いまし
た。
　『彼女が新庄に来たのが36才のとき、その折の一枚
の写真を頼りに55年の時を超えてパリまで会いに行っ
た自分たちを、恋心を抱く者とみてくれたのかもしれま
せん。92才の彼女はにこやかに待っていてくれました。
　新庄に来た当時、彼女は「ミノ」を見て、「その技を使
ってクッションや敷物にしたら？」と提案しました。「伝統
をもとに創造を」と呼びかけたわけです。彼女と実際に
会って話をし、その提案には、新庄の農民の純粋さ、素
朴さ、健康さをほめる意味もあったのだろうという気が
しました。
　帰り際、彼女が笑いながら「あなたがたは、まだ、だれ
も生まれていなかった」と言ったのが印象的でした』

いきい
き

　新庄
人

　一枚の写真から
　　ペリアンに会いに

■展示説明会  11月25日㈰ 午後1時30分～
■エコクラフトによるかご製作
　ワークショップ
▶とき 12月2日㈰ 午前10時30分～正午
▶参加費 1,000円
 （材料代や「ペリアン展記念ランチ」

代金が含まれます）
▶申込締切
　11月25日㈰まで。定員15人程度
◎詳しくは、雪の里情報館へ。
　☎22-7891

★目標★光熱費年間2万円削減！
今月の削減金額

￥820
今までの削減金額

￥15，670

無理をしない
　　我慢しない

〜石油ファンヒーターの
省エネ講座〜

温度設定を21℃から20℃に！
■早めのOFFが決め手です！
　消しても室温は急には下がりません。お出かけや就寝
の15分くらい前に切るのがコツ。
■フィルター掃除で効率アップ！
　ファンヒーターの性能を十分に発揮させるには、フィル
ターのお手入れが欠かせませ
ん。掃除機でほこりを吸い取っ
たり、ぬるま湯で洗ってからしっ
かり乾かしましょう。

☞省エネ効果をＣＨＥＣＫ！

　寒いからといって、設定温度を上げる
前に着るものを工夫しよう!!
■体感温度がこれだけアップ!!
　カーディガン	 ＋2.2℃
　ひざかけ	 ＋2.5℃

監修／栗田電気管理事務所
　　　　　　代表　栗田晃一 氏

出典／（一財）省エネルギーセンター発行
　「家庭の省エネ大事典2011年版」

レッスン7

もっと省エネ！

▪外気温度6℃のとき、暖房の設定温度を21℃
   から20℃にした場合（使用時間：1日9時間）
　▪年間で灯油10.22ℓの省エネ

約820円の節約
  原油換算9.68ℓ　CO2削減量25.4㎏

シャルロット・ペリアンと新庄展実行委員会
　　水越啓二さん（下西山）

めざせ！光熱費

削減２万円！

省エネ



このごろ、
しかっても

言うことを
聞きま

せん。おも
ちゃの取り

合いで相
手をたた

いたり、し
かると大泣

きしたりし
て困って

います。だ
れもが通

る道かも
し

れないで
すが、どう

したらよ

いのでしょ
うか？

?2才頃の「イヤイヤ」時期
について
　わらすこ広場でも、「ギャーギャー」と
泣いて訴えたり、おもちゃの取り合いで相
手をたたいてしまったり、言うことを聞かな
い様子が見受けられます。周りの迷惑を考え
て困ってしまうかもしれませんが、自我が芽生え、
子どもが成長していく大事な一場面ですから、
適切に対応しましょう。

行きかうまち

暮らし、定住、未来創造 ふれあうまち

学びあえるまち

しんじょう
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下
西
山
桂け

い
が
く
じ

嶽
寺
の
隣
に
、「
西
山
の
丘
」

と
命
名
さ
れ
た
先
人
顕
彰
公
園
が
あ
り
、

そ
こ
に
小
磯
国
昭
之
墓
、堤つ

つ
み
ば
や
し
か
ず
え

林
数
衛
翁

像
、安あ

じ
ま
な
お
の
ぶ

嶋
直
円
顕
彰
碑
が
あ
る
。

　

小
磯
国
昭
は
本
市
出
身
の
総
理
大

臣
だ
が
、戦
後
に
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
終

身
刑
に
な
り
、服
役
中
の
昭
和
二
十
五

年
十
一
月
に
病
死
し
た
。遺
骨
が
桂
嶽

寺
の
隅
で
ほ
こ
り
を
被
っ
て
い
る
の
を

見
た
、そ
の
当
時
の
藤
田
観
光
社
長
が

文
芸
春
秋
に
そ
の
有
様
を
書
い
た
の
を

き
っ
か
け
に
募
金
運
動
が
起
こ
り
、歌

手
の
藤
原
義
江（
藤
原
歌
劇
団
創
始
者
）

な
ど
多
く
の
人
の
協
力
に
よ
り
墓
が
建

て
ら
れ
た
。こ
の
場
所
は
小
磯
家
菩
提

寺
の
西
中
寺
庫く

り裡
跡
だ
っ
た
た
め
、建

設
地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

向
か
っ
て
左
隣
に
建
つ
堤
林
数
衛
翁

像
は
、南
洋
同
人
会
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
友
の

会
・
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
協
会
が
中
心

と
な
っ
て
設
置
し
た
も
の
だ
。堤
林
は
、

明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、対
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
貿
易
で
先
駆
的
な
役
割
を
果

た
し
た
大
人
物
で
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各

地
に
四
十
か
所
の
営
業
所
を
持
つ
南
洋

商
会
を
設
立
し
、全
国
か
ら
有
為
の
青

年
を
募
り
、多
く
の
人
材
を
育
成
し
た
。

そ
の
教
え
を
受
け
た
人
た
ち
が
そ
の
功

Q
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
、ひ
っ
く
り
返
っ
て
わ
が
ま

ま
を
通
そ
う
と
し
ま
す
。あ
ま
り
の

聞
き
わ
け
の
な
さ
に
、つ
い
手
が
出

そ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
…

A
い
く
ら
言
っ
て
も
わ
か
っ
て
く
れ

な
い
我
が
子
を
前
に
し
て
、周
囲
の

視
線
な
ど
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、カ
ッ

と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。で

も
幼
く
て
も
、「
こ
れ
だ
け
は
困
る
」

「
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
あ
な
た
が

思
う
こ
と
は
、し
っ
か
り
言
葉
で
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。子
ど
も
は

怒
っ
て
、泣
く
、わ
め
く
な
ど
、あ
ら

ゆ
る
手
を
使
っ
て
き
ま
す
が
、気
が

す
ん
で
落
ち
着
く
ま
で
待
ち
ま
し

ょ
う
。

　

子
ど
も
は
泣
く
こ
と
で
悔
し
さ
や

悲
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
の
で
す
。

「
泣
い
て
も
い
い
よ
」
と
や
さ
し
く

体
を
さ
す
っ
た
り
し
な
が
ら
、好
き

な
だ
け
泣
か
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

Q
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
で
困

っ
て
い
ま
す
。取
り
合
い
に
な

っ
て
相
手
を
た
た
い
た
り
、ど
ち
ら

か
が
泣
く
ま
で
続
き
ま
す
…

A
多
く
の
お
母
さ
ん
は
相
手
の
お
母

さ
ん
に
気
を
遣
い
、「
貸
し
て
あ
げ
な

さ
い
」
と
か「
何
で
人
の
も
の
を
取

る
の
！
」、「
た
た
い
て
ダ
メ
！
」
な

ど
と
自
分
の
子
を
し
か
っ
た
り
、我

慢
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、子
ど
も
に
は
子
ど
も
な

り
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。両
方
の
子

ど
も
の
気
持
ち
を
言
葉
に
表
し
て
、

子育ての輪

　　ネタで
ふるさとめぐり
小

共
感
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。気
持
ち
を
く
ん
で
あ
げ
れ
ば
、子

ど
も
は
満
足
し
ま
す
。両
方
の
子
ど

も
の「
言
葉
に
な
ら
な
い
思
い
」を
受

け
止
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。そ
れ
で
も

治
ま
ら
な
い
場
合
は
、あ
な
た
が
そ

の
場
を
離
れ
て
気
分
を
変
え
て
み
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。こ
の
時
期
の

子
ど
も
は
、何
で
も
ひ
と
り
で
や
り

た
が
る
時
期
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。

●明倫中

JR陸羽西線
至酒田

至山形

至鮭川

新庄北道路

N

西山の丘

あそびの広場と子育て相談
●保健センター／11月27日㈫・12月11日㈫
	 午前・午後
●わくわく新庄／12月4日㈫・18日㈫午前
●萩野地区公民館／12月6日㈭午前
　※午前＝10時～11時30分
　　午後＝1時30分～3時30分
●わらすこ広場／水曜日と元日を除く毎日
　午前10時～午後6時

わらすこ
ワンダーランド開催！
◦とき	 11月17日㈯
	 午前10時～ 
◦ところ わらすこ広場
	 （こらっせ新庄4階）
◦内容
保育園児のステージ発表や
読み聞かせ、マジックショーなど

◎詳しくは、新庄市子育て支援センター（わらすこ広場内）へ。ＴＥＬ&ＦＡＸ22-5115

第8回

西山の丘

入場
無料

桂
け い が く じ

嶽寺



　　

　

金沢地域連合町内会

◦児童図書◦
おおあたりぃ～･･････････････････････････････････村上しいこ
もりのだるまさんかぞく･･･････････････････････高橋　和枝
うれしいさんかなしいさん････････････まつおか きょうこ
ムーミンとほしにねがいをかけよう〜あなあきしか
けえほん〜･･･････････････････････････････････トーベ・ヤンソン
月の満ちかけ絵本････････････････････････････大枝　史郎
Ｋ町の奇妙なおとなたち･･･････････････････斉藤　　洋
現代語で読む野菊の墓･･･････････････････伊藤左千夫
てんやわんや名探偵････････････････････････杉山　　亮
マドレーヌは小さな名コック
　････････････････････････････････ルパート・キングフィッシャー

◦一般図書◦
永松物語　銅山への鎮魂賦
　･･･････････････････････････････大友　義助（新庄市在住）
森のゆりかご 続････柿崎 ヤス子（真室川町在住）
完訳日本奥地紀行 ２ 新潟〜山形〜秋田〜青森･
　･････････････････････････････････････････････････イザベラ・バード
高野優の思春期ブギ･･･････････････････････高野　　優
発達障害の子を育てる本 ケータイ・パソコン活
用編･････････････････････････････････････････････････講 談 社
おひとりさま、犬をかう････････････････････････折原　みと
きょうの猫村さん ６･･･････････････････････････ほし　よりこ
仙台とっておきの雑貨屋さん･･･････････グレアトーン
いも・くり・かぼちゃのスイーツ 改訂版････信太　康代
若桜鉄道うぐいす駅･････････････････････････門井　慶喜
つむじダブル･････････････････････････････････････小路　幸也
生きるぼくら･･･････････････････････････････････････原田　マハ
三国志 第１１巻･･･････････････････････････････宮城谷昌光
マルタの鷹 改訳決定版･･･････････ダシール・ハメット
ソクラテスの弁明（光文社古典新訳文庫）
　･･･････････････････････････････････････････････････････････････プラトン

Do!市民
活動

しみんかつ
ドゥ

！
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績
を
讃
え
る
た
め
に
小
磯
国
昭
之
墓
の

隣
を
選
ん
で
昭
和
五
十
二
年
に
建
て
た

も
の
だ
。

　

右
隣
の
顕
彰
碑
の
安
嶋
直
円
は
、関

流
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
和
算（
数
学
）

の
大
家
で
、生
涯
江
戸
詰
で
あ
っ
た
た

め
に
墓
は
東
京
三
田
常
林
寺
に
あ
る

が
、そ
の
墓
が
、東
京
都
指
定
旧
跡
に

な
っ
て
い
る
ほ
ど
歴
史
上
著
名
な
人
物

だ
。日
食
や
月
食
の
計
算
法
を
編
み
出

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、名
前
の「
ナ
オ
ノ

ブ
」は
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
名
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。顕
彰
碑
は
、平
成
十
年
に

没
後
二
百
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
。ま
た
、分
骨
さ
れ
た
墓
が
、桂
嶽
寺

の
安
嶋
家
墓
地
に
あ
る
。

　
「
西
山
の
丘
」
と
は
違
う
が
、

折お
り
し
も
よ
し
の
ぶ

下
吉
延
は
公
益
財
団
法
人
都
市
計

画
協
会
の
公
園
緑
地
折
下
功
労
賞
に
、

名
誉
市
民
の
二
人
は
、最
上
育
英
会
の

平ひ
ら
つ
か
ひ
で
き
ち

塚
英
吉
賞
、最
上
学
童
展
の
近
岡
善

次
郎
賞
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
。先

人
に
学
ぶ
た
め
、ま
だ
ま
だ
多
く
い
る

偉
人
の
名
を
将
来
に
残
し
て
い
き
た
い

も
の
だ
。

■開館時間:午前10時～午後6時
■休館日:毎週月曜日
◎市立図書館☎２２-２１８９

　風土を誇りに食の都・映画の都を目指す山形
県鶴岡市、まちのファンを増やす観光特使が活
躍する高知県おもてなし課など、地方を元気にす
るトップランナーを多数紹介。地方の未来は逆
転できる！

今月の本
『幸福な田舎のつくりかた
〜地域の誇りが人をつなぎ、
　　　小さな経済を動かす〜』

金丸　弘美／著　 

今月のテーマ展示
『図書館を知ろう』

　１０月２７日～１１月９日は秋の読書週間で
す。図書館に来たことのない方も、身近に
感じている方も、「あの本を読みたい！」と思
ったらぜひ図書館へ。本の並べ方や探し方
が分かるコーナー、図書館豆知識の本など
を紹介します。

蔵書検索

　金沢一から七と幸町、金沢新町、玉の木町、および玉の木新町の
11地区は、これまでも消防団活動を通じたつながりがありましたが、
地域の発展を目的に「金沢地域連合町内会」を立ち上げました。そ
して連合町内会事業として、「寺子屋方式『金沢塾』」を開塾、それを
記念する講演会を10月14日㈰に開催しました。地域に残る、建物・行
事・風景・人材などの「宝」の発見とその継承を通し、人と人との絆を
見つめ直し、強くしていくことで地域の活性化をめざすものです。
　当日は約七十人の地区住民の参加のもと、郷土史研究家の大友
義助氏と新庄東山焼の五代目涌井弥瓶氏による講演、地区内の家庭
に眠っていた六十点もの貴重な写真などの展示が、わくわく新庄を
会場に行われました。

□活動団体編　□地域づくり編11月の
おすすめ

◎総合政策課地域支援室☎内線218

　このコーナーでは、ＮＰＯなどの市民活
動団体に関する話題と、地域住民による地
域づくり活動に関する話題をそれぞれ交互
に紹介していきます。

金沢塾開塾記念講演
　大友氏による金沢地域の成り立ちから、街
並み、そして守るべき金沢の宝(文化財など)な
どを含めた金沢の歴史について、また涌井氏に
よる新庄東山焼が誕生した経緯やこれまでの歴
史についての講話でした。資料も多数準備いただ
き、参加者はとても興味を引かれていました。講演
終了後も、資料を見せてもらったり参加者同士で
話に花が咲くなど、大変盛況な講演会となりました。

金沢今昔写真展
　各家庭などが所有する、昔の金沢通りや現存
する昔の建物、山車などの貴重な写真・資料が
展示されました。先人が築いた金沢を垣間見な
がら、当時を振り返る話が盛り上がっていたほか、
「探せばもっとありそう」、「民具も展示しては」な
ど、次につながる声も聞かれました。



1212

しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS

■新庄市消防団代表が全国消防操法大会に出場
　（10月7日／東京臨海広域防災公園）
全国消防団員の技術の向上と士気の高揚を図ることを目
的に、毎年開催されている「全国消防操法大会」。10月７
日に行われたこの大会に、山形県を代表して新庄市消防
団の選抜チームが出場しました。本番に向け５月から練習
を重ねてきた選手たちは、新庄から駆け付けた応援団の
声援にも後押しされ、精一杯の操法を披露しました。

新庄・最上地域の小学生から社
会人まで360人が参加して、第
50回新庄ロードレース大会が開
催されました。陸上競技場をスタ
ートし、公道を走るこのレースで
は、沿道からの大きな声援を受
けながら、選手たちは力を発揮し
精一杯の走りを見せました。

■第50回新庄ロードレース大会（10月7日／市陸上競技場周辺）

旧矢作家住宅を会場に、27回
目となる「みちのく民話まつり
秋語り」が開催されました。囲
炉裏端で、民話の会会員らが表
現豊かに民話を語り始めると、
集まった観客は、民話の世界に
入り込んだような会場の雰囲
気と語りに魅了されました。

■みちのく民話まつり秋語り（10月20日／旧矢作家住宅）

ハロウィーンの時期に合わせたウ
オークラリー「ハロウィーンウオーキ
ング」が、新庄ＴＣＭの主催により開
催されました。参加者は、指定店を
時間内に回りお菓子などをもらいま
す。中には、ハロウィーンにちなんだ
仮装で参加する子どももいて、思い
思いに商店街巡りを楽しみました。

■商店街でハロウィーンウオーキング（10月27日／中心商店街）

■快晴の中「第20回クリテリウム新庄大会」開催！
　（10月8日／新庄中核工業団地）
昨年から、秋のこの時期に開催しているクリテリウム大
会。競技には、県内外の8歳から72歳までの185人が
参加しました。
中には転倒する参加者もいましたが、爽やかな秋晴れ
のもと、中核工業団地内に設けられた特設コースを周
回し、スピードを競い合いました。
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TOPICS

■市総合防災訓練を実施
　（10月21日／山屋地区）
新庄盆地断層帯を震源とする震度6強の直
下型地震が発生したという想定で、山屋地
区を会場に市防災総合訓練が行われまし
た。大地震に備えて、参加した地区住民や
消防団員らが、避難訓練や初期消火訓練な
どに真剣に取り組みました。

■山形県社会教育研究大会を新庄で開催
　（10月26日／市民文化会館ほか）
社会教育の振興と発展を目的に県内各地から関係者が
参加し、「第３回山形県社会教育研究大会」が開催されま
した。開会行事で功労者表彰を行った後、アトラクション
として「仁田山鹿子踊」が披露されました。続いて記念講
演に山形市出身の女優・渡辺えりさんが登場。山形弁を
交えながらふるさとや平和への思いなどを語りました。

■満100歳のお祝いで長南ミユキさん（松本）に賀詞と記念品を贈呈（10月24日）

1昭和小学校敷地内実習田
で5・6年児童が稲刈り体験

（10月10日／昭和小学校）

2もがみ大産業まつり
（10月14日／新庄駅東口周辺）

3第67回県美展・第54回
こども県展新庄巡回展開催

（10月31日～11月5日／市民プラザ）■2■3 ■1

■沼田小児童と北辰小児童が英語
で交流（10月4日／沼田小学校）
同じ明倫中学校で学ぶことになる両校
はさまざまな形で交流しています。今
回は、５年生児童が日ごろの英語学習
の成果を発揮できるよう、英語での交
流学習を実施しました。ゲーム形式を取
り入れた内容に、児童たちも徐々に打
ち解け笑顔で会話が弾んでいました。

■「2012新庄いものこマラソン
＆健康ウオーキング」でスポーツと
食欲の秋を満喫

（10月14日／山屋セミナーハウス周辺）

16回目となる「いものこマラソン＆健
康ウオーキング」が、会場を山屋セミナ
ーハウス周辺に変え行われました。健
康増進を目的に実施され、ゴールした
人には完走証・完歩証が交付されます。
今大会から新たに11ｋｍを走るチャレ
ンジマラソンの部も設けられ、全コー
ス合わせて362人が参加しました。終
了後には、参加者にいものこ汁が振る
舞われました。
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油 断 大 敵
～油の流出事故にご注意ください～

事故を防ぐために
○その場を離れない
○目を離さない
○配管の場所には目印を
○定期点検を怠らない
※事故がおきたら市役所、消防署、警
察署などに連絡を！
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。 ☎内線432

新庄市職員採用試験
試験区分 職務内容 採用予定

初級土木
土木行政に関する業
務、工事の設計・監督、
施設の維持管理等

若干名

●受験資格 ①生年月日／平成3年4月2
日～平成7年4月1日 ※平成24年度中に
大学を卒業見込みの人は受験できません。
②住所要件／採用後、市内に居住する
見込みのある人　●試験内容 １次試験
／教養試験（高校卒業程度）、専門試験（初
級土木）、職場適応性検査、２次試験／作文
試験、人物試験　●受付期間 11月26日㈪
まで必着　●受験申込用紙 市役所総務課

（２階）で交付します。郵便で請求する場合は、
「受験申込書請求」と朱書きし、１２０円切手を
はったあて先明記の返信用封筒（角形２号）を
同封のうえ、〒996-8501新庄市沖の町10番
37号　新庄市総務課まで。受験申込用紙は、
市ホームページからもダウンロードできます。
●１次試験 12月9日㈰／新庄市役所
●合格者の発表 1次試験＝12月下旬（予定）
◎詳しくは、総務課職員・法令文書室へ。
 ☎内線220・230

イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです11月の
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時
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11
月
21
日
㈬

◎
福
祉
事
務
所
児
童
支
援
室 

☎
内
線
５
４
５

融雪工事に補助金�
　リフォーム補助金の対象工事として、屋
根融雪やロードヒーティングなどの住宅の

「克雪化」工事も対象となりました。ぜひ
ご利用ください。
◎詳しくは、都市整備課建築住宅室へ。 ☎内線523

建物を新築・増築・取り壊ししていませんか
　建物（車庫・物置などを含む）の新築・増
築・取り壊しをした、または予定している方
は税務課までお知らせください。適正な課
税のため、日程調整のうえ、現地調査させ
ていただきます。
◎詳しくは、税務課資産税室へ。 ☎内線144・145
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災害支援ネットワーク47による
震災を「語る会 - 聞く会」
○11月22日㈭午後6時～

○レキシントン新庄（信金文化ホール）
◎市民活動交流広場ぷらっと ☎23-6211

イタリア料理教室開催
○11月17日㈯午後4時～
○市民プラザ調理室

○材料費2,500円　○講師 笹美知子さん
○申し込み 11月15日㈭まで電話で

◎事務局・笹 ☎22-2086

11月は「児童虐待防止推進月間」
～気づくのは あなたと地域の 心の目～
　子育てや子どもに関する悩みなど、気軽
にご相談ください。

◎福祉事務所児童支援室 ☎内線547
◎子育て支援センター ☎22-5115
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き
が
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雑
に

な
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場
合
も
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ま
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で
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早
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済
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る
こ
と
を
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予
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納
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間
は
、納
付
し
た
場
合

と
比
べ
て
年
金
受
取
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。免
除
な
ど
を
受
け
て
か

ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
、そ
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
、

追
納
し
た
分
だ
け
年
金
受
取
額
も

増
え
ま
す
。た
だ
し
、免
除
な
ど
の

承
認
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
三
年
目
以
降
は
追
納
額
に
加

催しなど

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。な
お
、今
年

10
月
か
ら
3
年
間
に
限
っ
て「
後
納

制
度
」が
始
ま
り
、過
去
10
年
間
で

未
納
だ
っ
た
分
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。い
ず
れ
も
年
金

事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
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年
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問
題
が
発
生
し
た
と
き
な
ど
、流

通
ル
ー
ト
を
速
や
か
に
特
定
す
る
た

め
、取
り
引
き
な
ど
の
記
録
を
作
成

し
て
保
存
す
る
こ
と
、ま
た
産
地
情

報
を
、取
り
引
き
先
や
消
費
者
に
伝

達
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で
、

米
や
米
加
工
品
の
販
売
、輸
入
、加

工
、製
造
ま
た
は
提
供
の
事
業
を
行

う
す
べ
て
の
事
業
者（
生
産
者
も
含

む
）が
対
象
と
な
って
い
ま
す
。

◎
東
北
農
政
局
酒
田
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
４
─

３
３
─

７
２
５
３

雪の里情報館からお知らせ
寺内恵一作品展

◦とき 11月30日（金）まで
◦ところ 雪の里情報館雪国ギャラリー
◦内容 つる細工（装飾品）の展示

第66回市民雪セミナー
「雪害の現場から学ぶ雪対策」

◦とき 11月25日㈰午後2時～3時30分
◦ところ 雪の里情報館2階雪国文化ホール
◦内容 阿部修氏（防災科学研究所雪
氷防災研究センター新庄支所長）による
講話。雪害防止について学ぶほか、ダイヤ
モンドダストや雲の発生などを観察します。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。 ☎22-7891

お正月リース手作り教室開催
◦とき 12月15日㈯午前10時～正午
◦ところ わくわく新庄  ◦内容 自然素材
を使ったリースづくり  ◦講師 鈴木信夫
さん（木ら木ら星）  ◦材料費 1,500円
◦申し込み 12月8日㈯まで。先着20人
◎詳しくは、わくわく新庄へ。 ☎23-0197

男の料理教室開催
◦対象 成人男性（定員16人） ◦とき 11
月18日㈰午前10時～午後1時 ◦ところ 市
民プラザ調理実習室 ◦内容 イタリア料理  
◦参加費 1,000円 ◦持ち物 エプロン、
三角巾（手ぬぐい） ※申し込みが必要
◎詳しくは、市民プラザへ。 ☎22-4200

第69回新庄親と子のよい映画をみる会
「おおかみこどもの雨と雪」上映会
◦とき 11月26日㈪①午後3時～②午
後7時～（上映時間2時間） ◦ところ 市
民文化会館大ホール  ◦前売り券 一般
1,300円、3歳～中学生800円（文化会館、
市民プラザ、もがみ物産館などで発売中）
※1回目のみ有料託児あり（託児ルームHUGに要
予約。一人につき400円 ☎090-2028-9465）
◎詳しくは、新庄親と子のよい映画をみる
会・石田へ。 ☎22-6155

最上伝承野菜フォーラム2012
◦とき 11月18日㈰午前11時～午後3時
◦ところ ニューグランドホテル新庄４階

「サンローゼ」 ◦内容 「見て、食べて、学
ぶ！最上伝承野菜」をテーマとした講演や
パネルディスカッション、試食や販売など
◎参加無料。詳しくは、最上総合支庁農
村計画課へ。 ☎29-1342
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災害支援ネットワーク47による
震災を「語る会 - 聞く会」
○11月22日㈭午後6時～

○レキシントン新庄（信金文化ホール）
◎市民活動交流広場ぷらっと ☎23-6211

イタリア料理教室開催
○11月17日㈯午後4時～
○市民プラザ調理室

○材料費2,500円　○講師 笹美知子さん
○申し込み 11月15日㈭まで電話で

◎事務局・笹 ☎22-2086

11月は「児童虐待防止推進月間」
～気づくのは あなたと地域の 心の目～
　子育てや子どもに関する悩みなど、気軽
にご相談ください。

◎福祉事務所児童支援室 ☎内線547
◎子育て支援センター ☎22-5115
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雪の里情報館からお知らせ
寺内恵一作品展

◦とき 11月30日（金）まで
◦ところ 雪の里情報館雪国ギャラリー
◦内容 つる細工（装飾品）の展示

第66回市民雪セミナー
「雪害の現場から学ぶ雪対策」

◦とき 11月25日㈰午後2時～3時30分
◦ところ 雪の里情報館2階雪国文化ホール
◦内容 阿部修氏（防災科学研究所雪
氷防災研究センター新庄支所長）による
講話。雪害防止について学ぶほか、ダイヤ
モンドダストや雲の発生などを観察します。
◎詳しくは、雪の里情報館へ。 ☎22-7891

お正月リース手作り教室開催
◦とき 12月15日㈯午前10時～正午
◦ところ わくわく新庄  ◦内容 自然素材
を使ったリースづくり  ◦講師 鈴木信夫
さん（木ら木ら星）  ◦材料費 1,500円
◦申し込み 12月8日㈯まで。先着20人
◎詳しくは、わくわく新庄へ。 ☎23-0197

男の料理教室開催
◦対象 成人男性（定員16人） ◦とき 11
月18日㈰午前10時～午後1時 ◦ところ 市
民プラザ調理実習室 ◦内容 イタリア料理  
◦参加費 1,000円 ◦持ち物 エプロン、
三角巾（手ぬぐい） ※申し込みが必要
◎詳しくは、市民プラザへ。 ☎22-4200

第69回新庄親と子のよい映画をみる会
「おおかみこどもの雨と雪」上映会
◦とき 11月26日㈪①午後3時～②午
後7時～（上映時間2時間） ◦ところ 市
民文化会館大ホール  ◦前売り券 一般
1,300円、3歳～中学生800円（文化会館、
市民プラザ、もがみ物産館などで発売中）
※1回目のみ有料託児あり（託児ルームHUGに要
予約。一人につき400円 ☎090-2028-9465）
◎詳しくは、新庄親と子のよい映画をみる
会・石田へ。 ☎22-6155

最上伝承野菜フォーラム2012
◦とき 11月18日㈰午前11時～午後3時
◦ところ ニューグランドホテル新庄４階

「サンローゼ」 ◦内容 「見て、食べて、学
ぶ！最上伝承野菜」をテーマとした講演や
パネルディスカッション、試食や販売など
◎参加無料。詳しくは、最上総合支庁農
村計画課へ。 ☎29-1342
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環境にやさしい植物油インキを
使用しています

表 紙 の 写 真

新庄の“んめもの”が大集合！ ～第５回新庄味覚まつり～

　「第５回新庄味覚まつり」が、10月20
日㈯中心商店街を会場に開催されまし
た。開会式では、新庄チンドン団の「新庄
味覚まつり音頭」に合わせ、金沢幼稚園
園児も元気なかけ声と振り付けを披露しま
した。会場には、新庄の“んめもの”を中心
に、友好都市・茨城県高萩市による牛串
焼きなども登場。天候にも恵まれ、多くの
方が新庄の味覚を堪能しました。

平
成

24
年

11
月

9日
号（

N
o.659）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000
部

発
行

9月末現在の新庄人
38,598人（39,076人）

女 20,317人（20,532人）
男 18,281人（18,544人）

世帯数 13,744世帯（13,717世帯）
9月の異動

出生  22人 （23人）
死亡  43人 （46人）
転入  110人 （101人）
転出  73人 （79人）
※（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。7月より住民基
本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。
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十
一
月
は
霜
月
で
あ
る
。
朝
晩
が
寒
く
な
り
、

神
室
山
の
峰
も
白
く
な
る
。
東
の
山
に
三
回
雪

が
降
る
と
里
に
も
降
る
と
、誰
か
が
言
っ
た
。
旧

暦
十
月
の
言
い
伝
え「
霜
月
　
小
春
晴
れ
の
日

が
来
る
」、昔
の
豆
ぶ
つ（
打
ち
）空
で
あ
る
。

　
農
家
の
晩
秋
は
忙
し
い
。
農
村
に
は
昔
な
が

ら
の
伝
統
行
事
や
、迷
信
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

社
会
慣
習
が
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
時
代
が
、

教
育
が
変
わ
り
、
次
々
と
消
え
て
ゆ
く
。
昔
か

ら
の
農
作
業
の
節
目
に
ま
つ
わ
る
祭
り
も
精
神

も
忘
れ
、
田
も
減
反
政
策
に
な
り
米
も
少
な

く
な
り
、
農
民
の
意
欲
も
少
な
く
な
っ
た
。
三

日
は
文
化
の
日
、
立
冬
も
近
づ
き
寒
さ
も
一

段
と
厳
し
く
な
る
。
十
五
日
は
七
五
三
の
祝

い
、二
十
二
日
は
小
雪
、二
十
三
日
は
戦
前
は

新
嘗
祭
の
祝
日
で
、天
皇
陛
下
が
新
穀
を
神
に

お
供
え
し
て
感
謝
を
し
、自
分
も
食
べ
る
日
で
、

家
々
で
は
日
の
丸
の
旗
を
た
て
、学
校
も
休
み

で
あ
っ
た
。

　
旧
暦
の
十
月
十
日
は
、
大
根
年
と
り
日
と

言
っ
た
。
大
根
が
太
く
な
る
音
が
す
る
こ
の
日
、

大
根
を
抜
い
た
り
、畑
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
座

土
神
様
が
い
る
そ
う
だ
。
爺
の
家
で
は
、
毎
年

十
日
を
過
ぎ
て
か
ら
採
る
。

　
「
秋
ナ
ス
を
嫁
さ
食
わ
せ
ん
な
」
秋
に
な
る

と
ナ
ス
の
甘
み
も
増
す
か
ら
昔
の
悪
口
の
諺
と

言
わ
れ
た
が
、ア
ク
が
強
い
か
ら
身
持
ち
の（
妊

娠
し
て
い
る
）嫁
が
食
べ
る
と
体
に
良
く
な
い
と
い

う
意
味
も
あ
る
よ
う
だ
。

　
立
冬
に
朝
か
ら
雲
一つ
な
い
晴
天
は
、「
今
日

は
霜
荒
れ
が
来
る
ぞ
」と
老
人
た
ち
が
言
っ
た
。

「
ミ
ノ
と
笠
は
て
ん
で
持
つ
」と
言
っ
た
。
夕
暮

れ
に
嵐
が
来
る
、
外
で
働
く
時
に
いつ
も
一
人
一

人
ミ
ノ
と
笠
を
手
に
持
つ
。
昔
は
労
働
用
具
で

あ
っ
た
。

　
十
一
月
は
大
根
、
白
菜
と
畑
の
作
物
を
取
り
、

昔
は
い
ぶ
す（
い
ぶ
し
）大
根
を
た
く
さ
ん
作
っ

た
。
赤
頭
か
赤
筋
の
大
根
を
、何
百
本
も
縄
で

編
ん
で
家
の
囲
炉
裏
近
く
に
吊
る
す
。
囲
炉
裏

で
一
日
中
火
を
た
い
て
い
る
の
で
、
十
二
月
大
掃

除（
ス
ス
ハ
キ
）ま
で
吊
る
す
と
、黒
い
良
い
燻
製

大
根
が
で
き
た
。農
家
は
大
根
、白
菜
、カ
ブ
、

青
菜
な
ど
冬
に
食
べ
る
漬
物
を
二
斗
、三
斗
桶

に
漬
け
込
ん
だ
。
爺
が
小
さ
い
頃
「
ヘ
ヤ
ミ
漬

け
」と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
小
さ
い
カ
ブ
を
葉
ご
と

細
か
く
刻
ん
で
塩
漬
け
に
し
た
。
葉
漬
け
と
も

言
っ
て
、冬
の
朝
は
こ
れ
を
鍋
に
入
れ
て
お
汁
の

実
に
し
た
。
大
根
を
鉈な

た

で
切
り
、米
麹
に
漬
け

た
の
が
甘
み
も
歯
ざ
わ
り
も
あ
っ
て
う
ま
か
っ

た
。
今
は
手
作
り
よ
り
、店
に
行
く
と
何
で
も

買
っ
て
食
べ
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

〽 

秋
雨
が
静
々
と
降
る
霜
月
夜

寝
顔
冷
た
く

　朝
雪
の
空

新庄には、今でも多くの言い伝えが残っています。
「言い伝え」は、日常の生活の中で綿々と伝えられてきた、
先人の生活の知恵。今も残るさまざまな「言い伝え」を、
季節の行事とともに佐吉爺が紹介します。 文：伊藤佐吉さん（仁田山）

其
の
弐

 

「
農
家
の
晩
秋
」の
巻

▲以前は佐吉爺の家でも、いぶす大根を作るた
め、孫も手伝って何百本もの収穫した大根を洗
っていた。（平成元年11月下旬撮影）

佐吉爺に聞く
新昔からの 庄

さ きち じい

の
言い訓 伝ええ


